
 

 

 

 

 

 

ツキを呼ぶ魔法の言葉 

 

怒りはどうもお腹あたりからから沸き起こるようです。『腹の虫が収まらないから始まって腹が立ち、

徐々に上がっていく。胸がムカムカしはじめたら、口から暴言を吐いてしまう。自分の暴言を聞いて

憤りは益々エスカレートしていく。怒りが自家発電のように増幅する。ついにアタマにきて湯気が出

て、そしてキレる。』先日、知人の産婦人科の開業医が自院のロビーで開く講演会に参加しました。講

演は五日市剛（いつかいちつよし）さんの“ツキを呼ぶ魔法の言葉”です。26 歳のころの自分探しの

旅に出たとき、イスラエルのおばさんからツキを呼びこむ魔法の言葉を２つ教わったそうです。『あり

がとう』、と『感謝します』です。怒り心頭のとき、汚い言葉を吐きそうになったり、ネガティブな気

持ちになったとき、この言葉を唱えると、不思議と怒りが鎮静していくのが実感できます。花やみど

りにふれると、自然に『ありがとう』と『感謝します』の思いが湧いて、穏やかで豊かな気持ちにな

ります。 

さて、2011 年の総務省の「家計調査」で都道府県庁所在地および政令指定都市の１世帯が「切り花」

を購入した金額と 100 世帯あたりの購入頻度をみると、金額では鹿児島市(12,819 円)、以下青森市・

高松市・和歌山市・広島市、頻度では長崎市(1,371 回／100 世帯)、以下和歌山市・高松市・高知市・

鹿児島市が上位５市です。鹿児島市、和歌山市、高松市は質・量ともに上位です。そういえば、鹿児

島市のお寺の墓地にはいつもお花が供えてあり、先祖に感謝するしあわせの情景がここにあります。  

平成 26 年 6 月 20 日に花きの振興に関する法律が国会で成立しました。目的は、国内の花き産業の

振興ですが、花に関する伝統と文化が生活に深く浸透しており、心豊

かな生活の実現に重要な役割を担っていることを考え、産業だけでな

く花の文化の振興を図ることを唱っています。日本園芸福祉普及協会

では、地域の国産花卉イノベーション推進協議会に参画し、花市場や

花卉流通組織と協働して、花を生活に活かす活動（花活事業）を展開

しています。各地域で花活事業を広め、みんなで園芸福祉活動の新た

な時代を築いていきましょう。 

園芸福祉活動はツキを呼ぶ魔法の言葉『ありがとう』、『感謝します』を実感します。  

理事長 吉長 成恭（よしなが  はるゆき） 

  

第１４回 園芸福祉シンポジウム 

～園芸福祉 未来への提言～ 
２０１５年６月１３日（土）13：00～ 大阪市 住吉公園体育館に於いて開催 

基調講演 進士五十八氏(東京農業大学名誉教授) 詳しくは案内チラシをご覧ください。 

また、NPO の通常総会を当日同会場で、11：00 から開催いたします。 

正会員の方には、5 月中旬頃に総会案内を送付いたします。 

お知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動プログラムのご紹介 

 

ハーブは薬草と言われるだけあって、様々な成分を含んでいます。この成分のいくつかが、虫が嫌う

ので虫除けに効くといわれます。今回は、ハーブやスパイスを使ったクラフトをご紹介します。 

 

スパイシースプーン 

 

 

  

『ハーブとアロマで園芸福祉 植物ライフアート』より 

食器棚に入れたり 

壁に掛けて楽しみましょう 

４月 

５月 

６月 

９月 

10 月 

２月 

３月 

初級園芸福祉士認定試験合格発表 

資格更新手続き締切 

初級園芸福祉士資格登録手続き締切 

年間活動アンケート提出 

総会･シンポジウム（13日 於:大阪市 住吉公園体育館） 

平成 26 年度事業報告書を東京都へ提出 

園芸福祉士認定審査 

園芸福祉士認定者発表 

初級園芸福祉士認定試験 

資格更新手続き･年間活動アンケート発送 

行事カレンダー

2015 年度 

木製スプーンに、ハーブやスパイスをボンドで固定して 

キッチンやリビングに飾って楽しむハンドクラフトのこと 

材 料 

木のスプーン １本 

リボン １ｍ 

オールスパイス 

クローブ 

シナモン 

スターアニス 

ドライフラワー 

木工ボンド 

ピンセット 

作り方 

1 スプーンの柄の部分にリボンを巻いていく。 

2 木のスプーンにオールスパイスを外側から 

並べつけていく。 

3 木工ボンドをつけながら、ピンセットで貼りつける。 

4 シナモン・クローブ・ドライフラワー・スターアニスを 

その上から貼りつけデザインする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この春のおすすめの一冊 

 

「シティー・ファーマー ～世界の都市で始まる食料自給革命～」  

ジェニファー・コックラル＝キング著 白井和宏訳 白水社 2,400 円+税  

今、世界の都市に静かに広がる都市農業。その新たな波をレポートしたのが本

書です。工業化・グローバル化した農業がもたらす食の危機に対して、私たち

は何をすべきか。食料生産にとどまらずコミュニティ、自然環境、食育、雇用、

移民などこれまでとはまったく異なる次元で展開される都市の農業をフランス、

イギリス、アメリカ、カナダ、キューバなどのレポートから読み解きます。本

書は 2011 年に社会的公正の問題に取り組むフリーライターを称える“デイブ・

クレベール・フリーランスライター賞”を受賞しました。  

埼玉県 

有賀 順子様 

 

千葉県 

本田 早苗様 

 

東京都 

石原 昌子様 

住谷 美知子様 

林 喜美子様 

 

神奈川県 

笹俣 元恒様 

大谷 紗織様 

桐生 洋子様 

田中 勇様 

小島 由樹様 

 

富山県 

郷倉 政信様 

 

長野県 

髙野 玲子様 

 

宮城県 

中村 靖様 

 

愛知県 

鍔本 幹夫様 

菊池 翠様 

中根 康子様 

川本 洋敬様 

 

静岡県 

篠﨑 容子様 

 

京都府 

磯谷 尚子様 

 

奈良県 

豊嶋 澄子様 

大石 清子様 

白澤 朱美様 

森村 幸子様 

鳥井 智子様 

谷口 暁様 

 

 

 大阪府 

野口 岺子様 

高橋 準子様 

 
島根県 

曽我 敦様 

 

岡山県 

片田 登代様 

矢吹 勝利様 

黒石 静男様 

 

広島県 

中村 准子様 

大塚 彰様 

大石 勝利様 

末迫 秀夫様 

矢吹 泰久様 

 

山口県 

岡部 達矢様 

 

福岡県 

沖本 圓様 

 

熊本県 

今村 良美様 

 

沖縄県 

知念 信恒様 

我如古 満様 

金城 順子様 

 

三重県 

天満 伸幸様 

東 史明様 

稲森 きぬ子様 

 

新潟県 

安田 菊江様 

荒木 知子様 

 



ＮＰＯ法人日本園芸福祉普及協会 

〒162-0063 東京都新宿区市谷薬王寺町 58 

ＴＥＬ:03-3266-0666 ＦＡＸ:03-3266-0667 

 

コラム  市民農園万国記

 ～農園の使い方、好き勝手はダメ～

 

昨年の８月に第３４回市民農園国際会議がオラン

ダのユトレヒト市で開催され、日本から６名で参

加してきました。私にとって２５年前にアムステ

ルダムの市民農園を訪問して以来のオランダです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回の訪問で『オランダの市民農園は、水抜きの

ための水路を園内に配し、区画は花や芝生で埋め

尽くされ小舎をきれいに飾り、野菜を作りたい人

は郊外の畑を別に借りている。』と、見聞きし理解

し、紹介してきました。 

今回の訪問で、アムステルダムから電車で３０分

程に位置するユトレヒト市の３農園を見学し、水

路で土地の水抜きをしている以外はアムステルダ

ムの農園と異なっていました。花より野菜作りだ

し、小舎も質素です。リーダーや利用者の話しを

聞くうち、農園が立地する周辺環境により、農園

が求められる役割が異なり、利用の仕方を変えて

いるらしいことを感じました。例えば、市街地や

密集した住宅地にある農園は、野菜より草花を中

心に育て、小舎も周辺住宅と景観の整合を図るら

しい。農園が自主的に利用を制限することが公益

施設としての役割なのかも知れません。改めて、

市民農園の公益性について深く考えさせられまし

た。次号もユトレヒトからの報告で、会議から感

じた欧州の事情をご紹介する予定です。（粕谷） 

 

 

 

 

 

 

求む！各地・各人の活動情報 

 

地域組織や個人の園芸福祉活動の情報を事務局宛

にお送りください。また、下記 mail アドレスにご

連絡ください。会報などはＰＤＦファイルを添付し

てメールしていただければ皆様に広報させていた

だきます。 

 

 

 

正会員を募集しています 

 

日本園芸福祉普及協会は、ＮＰＯ法人です。ＮＰ

Ｏ法人は、正会員で成り立つ組織です。協会の正

会員の内 70％以上の方は、初級園芸福祉士の資格

を取られた後に正会員になられた方達です。多く

の方に正会員になっていただき、協会運営にお力

添えをお願いいたします。 

 

おすすめの一冊 

 

ただ今、会報で紹介させていただくおすすめの本を

募集しています。みなさんのおすすめの一冊をぜひ

お知らせください。ただし、園芸福祉に関連する、

あるいは関連すると思われる本に限らせていただ

きます。お待ちしています！！ 

 

 
編集後記 

春の田圃を埋め尽くすように咲く蓮華草。最近

は見ることが少なくなった春の風物詩。学生の

頃、よく聞いていたさだまさしの曲のワンフレーズ

「やはり野に置け蓮華草」は、播磨 (現在の兵庫)

の俳人、滝野瓢水が、遊女を身うけしようとした

友人をいさめた句「手に取るなやはり野に置け

蓮華草」から。ものにはそれぞれふさわしい場所

があることのたとえ。当時は意味もわからず歌っ

ていましたが、今ならその意味がよくわかります。

年を重ねるのもいいものですね。(今井) 

 

HP アドレス：http://www.engeifukusi.com/ 

mail アドレス：kyoukai@engeifukusi.com 

アムステルダムの農園入口 

ユトレヒトの農園（小舎の上から撮影） 


